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【調査 目的, 対象および方法】

現在, 日本には舞踊を専門とした資料館および

情報提供機関がな く, 早稲田大学坪内博士記念演

劇博物館, 松竹大谷 図書館, 国立劇場資料室

等々, 演劇図書館, 資料館約十箇所ほどが舞踊資

料も含む形で公開されている。今後, 伝統芸能に

おける舞踊のみならず, 近代 ・現代の舞踊 も含め

舞踊資料の充実を計るとともに, 昨今急速に高ま

りつつある国内外からのアクセスに十分対応 して

ゆ くためにも, 独立した舞踊の情報収集, 情報提

供機関が求められている現状である。

そこで本調査は, 舞踊を専門とする資料収集お

よび情報提供機関を日本に開設するために必要な

情報を集め, 対策を検討するために必要な基本調

査として, 国際交流基金およびセゾン財団の援助

を得て行なわれた。

今回は, 欧州における主要な舞踊資料館の見学

調査を中心として, 広 くパフォー ミング ・アーツ
に関する資料(図 書, 博物, AV資 料など)の 収集

分類, 保管方法も参考となると思われたので, い

わゆる演劇博物館をも見学対象に含めた。調査期

間は1991年11月 から1992年2月, 調査地域 は

Salzburg, Brussel, Paris, Berlin, Bremen, Dus-

seldorf, Koln, Leipzig, Mainz, Munchen, Amster-

dam, Stockholm, Glasgow, Guildford, London等, 

約15都 市, 30余 箇所の資料館 の調査を行なった

(見学資料館 リス トは発表会場で配布済)。

【調査結果】

(1)対象 とした資料館/室 を大 きく分類すると, 視

聴覚資料の収集, 保存, 修復などの研究機関(次

回報告予定)以 外では, 展示室, 図書閲覧室を備

えた博物館, 展示室を持たない資料室規模のもの

(情報提供を主な機能とする専門機関も含む)に

規模の上で分けることができる。これらはさらに

劇場付属のもの, 舞踊団付属のもの, 大学や専門

学校によって維持されているもの, 政府公共機関

によって維持されているものに類別することがで

きる。(個 人所有の資料に関しては調査対象外)

(2)資料の分類, 整理, 保存の方法については, 各

資料館が所蔵資料の種類に添って, 独自のシステ

ムを工夫 しており, 統一されたものがあるわけで

はなかった。また, 小規模な資料室の場合, 資料

の所在はすべて一人の担当者個人の記憶に頼って

いるという所も多かった。また, 資料規模の正確

な把握ができていないところもあり, 管理の点で

疑問が残った。多 くは資金不足, 人手不足が原

因, 外部からのアクセスに対しても, 直接担当者

に会って求める資料を請求できない海外からのア

クセスにはおのずから限度があると思われた。 し

かし, バレエ団の資料室を担当するロン ドンのJ.

Pritchard女 史のように, バ レエ団の上演資料ファ

イルを完備 し, 即現場に役立つ資料管理を行なっ

ている専門家もいる。また, Salzburgの デラ ・ダ
・モロダ舞踊資料室(Dr .S.Dahms)やLeipzigの
ベル リン芸術 アカデ ミー舞踊資料 室(Dr.M.

Schneider)の ように独自の資料分類 カー ドに よ

る徹底 した整理法によってカタログを充実させ, 

アクセスに関しても, こまやかな配慮を心掛けて

いる。この他, ケルンの舞踊資料室では, ケル ン

大学演劇博物館と'協力して, 舞踊家の伝記や写真

集などを出版した り, 各地の舞踊研究者の学問的

交流にも便宜を計っている。

(3)コソピュータの導入については, その必要性を

十分に感 じていながら, 予算, 人手不足などの理

由から現在, 検討中の資料館が大半だ った。ま

た, 資料の規模や種類によってはコンピュータに

よる管理が最良の方法とは必ず しも言えないが, 

現在ニューヨークの リンカーン ・センターのダン
ス ・コレクションで使われているシステムがヨー

ロッパでも定評があった。ヨーロッパ統一のデー

タ ・ベースの開発はなお困難な状態である。

しか し, 現在アムステルダムで進められている

本格的な演劇情報センター構想は注 目に値する。

オランダ演劇研究所ではすでに8年 前からフラン

ドル地方を中心としたパフォーミング ・アーツ上

演記録のデータ ・ソフ トを開発し, 現在同地域内

で情報を提供 している。この企画はブラッセルに

ある演劇研究所 との提携で進め られてきたヨー
ロッパ演劇情報網の一環でもあ り, 過去に上演 さ

れたすべての情報を簡単に検索できる。1993年 ア

ムステルダムの舞踊研究所, マイム研究所, 人形

劇研究所はオランダ演劇研究所ひとつに統合 さ

れ, ヨーロッパ演劇情報網と統合が実現する。

【提案】

舞踊情報資料センター開設に関して, 早稲田大

学演劇博物館内にダンス ・セクションが独立 した

場合, それをもって同センターの開設とすること

の了解をすでに得ることができた。さらに次の点

を提案 したい。(1)開設準備委員会においてコン

ピュータの分野など広 く専門家の意見を取 り入れ

ること。(2)日本における舞踊資料の所在調査を行

ない, 所蔵資料紹介も兼ねてその結果を「舞踊学」

に随時掲載する。(3)国内外の資料館と資料に関す

る情報交換のできる場を設け, 基礎研究を行なう。

(4)日本における関係機関についての基礎情報を国

外の情報誌に掲載する。(5)舞踊研究の国際共同研

究を呼びかけ, 積極的に所蔵資料の活用を計る。
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